
区分求積法 フローチャート
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即ち n とすると、この面積の総和は、

)(xfy  の ax  、 bx  、 x 軸とで囲まれ

た面積に限りなく近づく。
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これが区分求積法である。
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は計算問題でよく取り上げられる。

必ず覚えておこう。

（例）
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※応用：

ab  を n 等分する。

このとき、 0a 、 b とおくと
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